
 
 
 
 

　評価について 

 
 

　 
◆　学校には、学校評価のほかに学習評価と 

　人事評価があります。学習評価の被評価者 

　は子供、人事評価については教職員です。 

　共に重要なのは、評価が被評価者の更なる 

　伸びにつながるよう工夫することです。 

 

◆　私は日頃から、評価は評価者のためにあ 

らず、被評価者の成長を促すものなり、と 

捉えています。そのため評価は、被評価者 

の学習意欲や勤労意欲を高めるとともに、 

更なる伸びにつながる方向性を示すものであることが必要です。 

 

◆　他者との比較ではなく、被評価者の良い点や伸び、可能性を評価する個人内評価を

適時適切に行うことは、意欲の向上につながります。評価者は、被評価者に寄り添

い、学び方や働きぶりを見守り、いわゆる「履歴」を有している必要があります。 

 

◆　また、学習や仕事の結果を評価する総括的評価ではなく、むしろその過程に注目を

し、つまずきや悩み事に気付き、必要に応じて指導・助言を行うなど、学習や仕事の

改善に生かす形成的評価をより重視することが大切です。 

源 流 
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自分の目で確かめてから判断する 

 

 

 
 

（訳）大勢の人が皆よくないと言ったとしても信用せずに、必ず自分でよく観察してみる。 
　　　大勢の人が皆よいと言ったとしても信用せずに、必ず自分で観察して確かめなければ 
　　　ならない。 

出典：「壁を乗り越える論語塾」安岡定子著（ＰＨＰ研究所） 

 

衆 之を悪むも 必 ず察し、 衆 之を好むも 必 ず察す。 
しゅうこれ にく かなら さっ しゅうこれ この かなら さっ


